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令和 3 年 9 月 6 日 

名取市教育部生涯学習課  

 

 

令和３年度「海の子山の子交歓会」事業を中止します 
 
 

 

令和 3年度は、震災から 10年を経過する節目となることから、「わんぱく交歓研修

会」から「海の子山の子交歓会」として事業名称を復活させ、夏は名取会場、冬は上

山会場として、実施する方向で上山市と協議を重ねてきました。 

 

しかし、今般、新型コロナウイルス感染症の収束の兆しがみえないことから、名取

市、上山市の両会場とも中止とすることを決定しました。 

 

なお、事業は中止となりますが、交流を継続させる取り組みとして、両市それぞれ

のジュニア・リーダー・サークルによるオンライン交流を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】 

名取市教育部生涯学習課  菊地 栄一 

  TEL：022-724-7173（ダイヤルイン） FAX：022-384-9690 

※不在の場合は折り返しご連絡いたします。 

「海の子山の子交歓会」事業は、姉妹都市である山形県上山市の児童生徒との交流

で、両市相互の環境・施設等の特色を活かした野外活動等の体験学習を通し、児童

生徒同士の友情を育み、姉妹都市の交流を深める内容となっています。 

 

昭和 48 年 7 月に第１回目を名取会場で実施して以降、両市を会場として共催事業

で実施しておりましたが、東日本大震災により、平成 24 年度から上山市を会場と

した事業に参加する形で、名称も「わんぱく交歓研修会」となりました。平成 29

年度からは相互訪問事業を再開し、７月は上山市、１１月は名取市を会場として実

施してきました（令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症拡大により中止）。 

事業経緯 



  

 

 

〇過去の事業開催時の様子 
令和元年 7月 31日（水）上山会場での全体記念写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芋煮づくりの一コマ（名取、上山市の児童混合編成班で活動します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 11月 17日（日）名取会場での凧作りの一コマ（作成後は凧あげ） 

 

 

 


